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主なくん蒸剤の許容濃度・規制濃度（ppm）

くん蒸剤
許容濃度（勧告値） 規制濃度値（厚労大臣告示）

ACGIH米国産業衛生専門家会議
TLV-TWA   TLV-STEL  TLV-C

日本産業
衛生学会 抑制濃度 管理濃度 濃度基準値

臭化メチル 1             - - 1 1              1                 

シアン化水素 - - 4.7             5 3              3                

リン化水素 0.05         - 0.15           0.3 - - 0.051)  0.152)

沃化メチル 2             - - - 2               2

ホルムアルデヒド 0.1         0.3           - 0.1 0.1            0.1

酸化エチレン 1             - - 1 1               1 

酸化プロピレン 2             - - - 2               2

抑制濃度：局所排気装置の性能検査の濃度基準。管理濃度：労働の場の濃度基準。濃度基準値：労働安
全衛生規則第557条に基づく厚労大臣が定める物（67物質）及びその濃度基準値 令和6年4月1日施行。
1)8時間濃度基準値: 1日8時間の時間加重平均値を超えてはならない濃度。
2)短時間濃度基準値: 15分間の時間加重平均値で作業中に超えてはならない濃度。1回15分を超えず、か
つ1時間以上間隔をおいた4回を超えてはならない。 2



ＲＡ対象物にばく露される濃度の基準値以下確認の義務

➢厚労大臣が定める濃度基準値設定物質（2023.４.277公示の67物質）の製造、取
り扱い業務を行う作業場では、ばく露濃度の程度を基準以下とすること
（2024.4.1施行）

①植物検疫等の現場では、「特化則第38条」及び「植物検疫くん蒸における危害
防止対策要綱要」に基づき、臭化メチル1ppm、シアン化水素3ppm、沃化メチ
ル2ppm、二酸化炭素1.5%、ホルムアルデヒド0.1ppm、酸化エチレン2ppm、
酸化プロピレン2ppm）以下に低下したことを従来どおり確認することとなる。

②リン化水素は従来の0.3ppm から2024.4.1以降0.05ppm以下を確認する義務が生

じる
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皮膚等障害化学物質等への直接接触防止義務

➢皮膚・目刺激性、皮膚腐食性又は皮膚から吸収され健康障害を生じうる化学物質を

製造し、又は取り扱う業務に労働者を従事させる場合は、障害防止用保護具を使用

させること（2024.4.1施行）
・健康障害を起こすおそれのあることが明らかな物質を製造し、又は取り扱う業務に従事

する労働者

・保護眼鏡、不浸透の保護衣、保護手袋又は履き物等適切な保護具の使用

➢特化則第2類物質の臭化メチル、シアン化水素及び沃化メチルに対する経皮ばく露
対策義務が以下のとおり規定されている。

・第38条 ①洗浄（洗顔、洗身、うがい、更衣、洗濯）設備の設置

②労働者に対する洗浄の指示、洗浄の受入れ

・第44条 ①保護具（保護眼鏡、不浸透性の保護衣、保護手袋、保護長靴、塗布剤）の整備

②労働者に対する着用指示、着用の受入れ

リン化水素を含めて履行済み
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ＲＡ対象物健康診断の実施義務

➢健康診断対象物質：厚労大臣が定める濃度基準設定物質（現在67物質）

➢ “ばく露したおそれがあるとき”とは！

①工学的措置が適切に実施していないことが判明した場合 ②必要な呼吸用保護具を使用していな

いことが判明した場合 ③呼吸用保護具の使用方法が不適切で要求係数が満たされていない場合

④工学的措置や呼吸用保護具でのばく露の制御が不十分な状況が生じている場合 ⑤漏洩事故等に

より濃度基準値がある物質に大量にばく露した場合

➢結果保存：健康診断個人票（指定様式）を作成し5年間保存（がん原生物質の場合は30年間）

➢特化則第39条で臭化メチル、シアン化水素及び沃化メチルは健康診断の受診義務（エチレンオキシド
及びホルムアルデヒドは労安衛規則第45条で規定）あり。 リン化水素は、前⑤の場合は健康診断を
受診する義務が生じる

対象者 実施が必要な場合等 項目

RA対象物の製造・取扱い業務に常
時従事する労働者

RAの結果を踏まえて労働者の意見を聴き、
実施の必要があると認めるとき 医師・歯科医師が

必要と認める項目
濃度基準値設定物質の製造・取扱
い業務に従事する労働者

濃度基準値を超えてばく露したおそれがある
とき



化学物質管理責任者の選任義務

➢選任が必要な事業場
・RA対象物を製造、取扱い、又は譲渡提供する事業場（業種・規模要件なし）

・工場、店社、営業所等事業場毎に化学物質管理責任者を選任し周知する

➢選任要件

化学物質の管理に関わる業務を適切に実施できる能力を有する者

・RA対象物をの製造者事業場は、専門講習の修了者を選任

・RA対象物製造事業場以外の事業場は、資格要件なし（専門講習受講は推奨）

➢主な職務

・ラベル、SDS等の確認

・化学物資のRAの実施、記録、保存、周知

・RAの結果に基づくばく露防止措置の選択、実施、管理

・労働災害が発生した場合の対応 等
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保護具着用管理責任者の選任義務
➢選任が必要な事業場

・化学物質管理責任者を選任した事業場で、RAの結果保護具を使用させるとき

・特化則等で第3区分作業場（作業環境管理専門家が改善困難と判断した作業場）

・RAに基づく措置として労働者に保護具を使用させる事業場

➢選任要件

化学物質の管理に関わる業務を適切に実施できる能力を有する者とは！

・化学物質管理専門家、作業環境管理専門家、労働衛生コンサルタント、第一種衛生管

理者、衛生工学衛生管理者、作業主任者（特化物、鉛、四アルキル鉛、有機溶剤

のいずれか）、保護具着用管理責任者教育カリキュラムを修了した者

➢職務

有効な保護具の選択、労働者の使用状況の管理その他保護具の管理に関わる業務

➢植物検疫くん蒸における選任

・特化則作業主任者の資格を有する検疫くん蒸作業主任者を選任できる

・化学物質管理責任者との兼任可



SDSの情報等に基づくリスクアセスメント（RA）の実施義務

➢対象となる事業場

化学物質の製造、取扱いを行う全ての事業場（業種、事業規模要件なし）

➢RA実施対象物質

労安法施行令のSDS交付義務対象物質（2024.4.1現在896物質。くん蒸剤は臭化メチル、

シアン化水素、リン化水素、沃化メチル、クロロピクリン、ギ酸エチル、ホルムアルデヒ

ド、酸化エチレン、酸化プロピレンの9種）

➢リスクの見積り手法

厚労省が作成したツール（7手法）のいずれか又は併用、又はばくろ濃度実測値と併用

➢検疫くん蒸剤のRAに適した手法とその理由

・CREATE-SIMPLE法

各ツールは屋内での化学物質の取扱いが前提のリスクの見積りになっており、屋外での

作業が主体の検疫くん蒸には合致しない項目が多いが、作業条件（取扱数、換気、作

業時間、作業頻度、保護具等16項目）が多く設定され、作業実態がリスクレベルに反

映しているため
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1．リスクアセスメント実
施レポートの「自由記述
欄」にリスク低減対策、導
入計画等を記載し、「保
存」をクリックすると、こ
の2枚が結果一覧表に保存
される。

2. 結果は必ず労働者に周
知する。周知方法は、 ①
作業場に常時掲示又は備え
付ける、②書面を労働者に
交付する、③電子媒体で記
録し作業場に確認が可能な
機器を設置する方法ある。

3. この書類は、労働基準
監督署の立入り検査時にリ
スクアセスメントを実施し
た証拠として提示すること
になる。自由記述欄に「作
業では必ず防毒マスク、手
袋等保護具を着用しリスク
を最小限としている等」を
記載する。



リスクアセスメント（RA）実施上の参考

くん蒸剤 分子量 沸点 引火点 液体比重 ガス比重 蒸気圧 水溶解度 Log-Pow

臭化メチル 94.95 3.6 - 1.732 3.3 1,620mmHｇ 1.75g/100ml 1.19

シアン化水素 27.03 25.7 -17.8 0.687 0.9 610mmHg 250g /l00ml -0.19

リン化アルミニウム
（リン化水素）

57.95
(34)

-
(-87.4)

-
( - )         

-
( - )

-
(0.8)

40mmHg
(34.2atm)

-
(26ml/100ml)

-
(-0.27)

沃化メチル 142 42 - 2.278 4.9 39kPa 13.1g/100ml 1.48

ホルムアルデヒド 30.0 -19.3 - 0.81 1.0 4420hPa ∞データなし 0.35

酸化エチレン 34.2 10.7 -18 0.87 1.1 0.14MPa 1,000g/100ml -0.30

酸化プロピレン 58.1 34.2 -37 0.83 2.0 1,310mmHg 40.5g/100ml 0.03

1. SDSは取り扱っている化学物質の製造者又は譲渡提供者から入手
2. Step 2、Step 3では下表の物理化学的性状の情報を入力。リン化アルミニウムの場合は「水溶解度」

と「Log Pow」はリン化水素を入力
3. Step 3のＱ2の物質の取扱量は性状が液体の場合単位が「Ｌ」となっている。くん蒸剤の薬量は重量
「Kg」なので、総重量Kg/液体比重＝Ｌに換算する（例、臭化メチル総投薬量48Kg /1.732=27.7L）。
臭化メチル、シアン化水素、リン化アルミニウム、沃化メチルの取扱量は「中量」を選択

4．Ｑ６の換気レベルは、臭化メチル、シアン化水素、沃化メチルは「レベルF」、リン化アルミニウム
は自動投薬機 法・庫外投薬機法「レベルF」、サイロ空間部投薬循環法「レベルC」、庫内均等配置
法「レベルA」を選択

5．Q7、Q8は作業状況から各自入力
6.  Q10の接触面積は、薬液に接触する例はほとんどないため「小さな飛沫」を選択
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ご清聴有り難うございました
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